
山
口
県
日
本
海
沿
岸
島
嘆
域
の
方
言
の
待
遇
表
現
法

述
三
部
に
お
け
る
尊
敬
表
現
法

岡

野

信

子

 
．
は
じ
め
に

 
方
言
待
遇
表
現
法
の
研
究
は
、
方
言
生
活
考
究
の
重
要
な
一
領
域
で
あ
る
。

方
言
敬
語
の
正
確
な
共
通
語
訳
は
不
可
能
に
近
い
が
、
そ
の
こ
と
は
、
方
言
待

遇
表
現
法
が
、
方
言
生
活
の
特
色
を
端
的
に
見
せ
て
い
る
と
い
う
こ
ど
で
も
あ

ろ
う
。
方
言
待
遇
表
現
法
の
実
態
の
忠
実
な
記
述
に
努
め
た
い
。
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忠
実
な
記
述
を
め
ざ
し
て
、
私

は
次
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
，
山
口

急
白
本
海
沿
岸
聖
書
域
の
方
言
の

待
遇
表
現
法
記
述
を
試
み
て
い

る
。 

1
 
人
称
詞
・
家
称
詞
に
よ
る

 
 
 
待
遇
表
現

 
2
 
諸
話
部
に
見
ら
れ
る
待
遇

 
 
 
表
現
法

 
 
旬
述
話
部
に
お
け
る
待
遇
表

 
 
 
現
法

 
 
ω
文
末
二
部
に
お
け
る
待
遇

 
 
 
 
表
現
法
層

 
 
・
㈲
呼
び
か
け
華
墨
に
お
け
る
待
遇
表
現
法

 
 
 
ω
主
公
部
に
お
け
る
待
遇
表
現
法

 
 
3
言
い
ま
わ
し
に
よ
る
待
遇
表
現

 
視
点
1
に
お
い
て
は
、
地
域
社
会
を
形
成
す
る
人
々
が
、
他
者
・
他
家
・
自

己
。
自
家
の
あ
り
方
を
、
い
か
に
わ
き
ま
え
、
い
か
に
も
て
な
し
て
い
る
か
を

呂
州
。

 
山
口
県
日
本
海
沿
岸
島
当
屋
（
以
下
、
当
域
と
呼
ぶ
）
で
は
、
屋
号
語
彙
鴇

代
名
詞
語
彙
の
体
系
、
代
名
詞
以
外
の
呼
称
（
ダ
ン
サ
マ
・
オ
ゴ
ー
サ
マ
な
ど

の
身
分
称
詞
や
、
他
家
の
人
に
用
い
る
ニ
ー
サ
マ
・
ネ
ー
サ
マ
な
ど
の
家
族
称

詞
な
ど
）
、
接
尾
辞
「
サ
マ
」
・
「
マ
ー
」
・
「
サ
ー
」
の
使
い
、
わ
け
の
有
無

等
々
が
注
目
さ
れ
る
。

 
視
点
2
で
は
、
文
の
尊
話
部
に
お
け
る
待
遇
法
の
特
色
を
把
握
し
た
い
。
・
ω

に
お
い
て
は
、
高
話
部
の
多
様
な
待
遇
表
現
法
を
取
上
げ
る
。
ω
で
は
、
文
末

部
に
待
遇
心
意
を
託
し
て
い
る
実
態
を
記
述
す
る
。
特
に
、
北
と
南
と
で
は
存

立
状
況
の
異
な
る
「
ナ
ー
」
と
「
ノ
ー
」
と
に
つ
い
て
詳
説
し
た
い
。
．
㈲
で
は

「
こ
れ
見
な
さ
い
」
式
の
呼
び
か
け
三
部
に
注
目
す
る
。
 
「
コ
リ
サ
ン
セ
」
・
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沿
岸
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域
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話
部
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け
る
尊
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表
現
法
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、



＼

「
コ
ン
ナ
イ
」
の
よ
う
に
、
そ
れ
ら
は
動
詞
「
見
る
」
を
落
し
て
、
代
名
詞
に

「
な
さ
る
」
類
の
尊
敬
助
動
詞
が
直
接
続
い
た
形
を
と
っ
て
い
る
。
ω
で
は
、

人
や
家
を
主
話
部
に
た
て
た
時
の
、
「
コ
レ
ニ
ャ
ー
」
・
「
ア
ナ
タ
ニ
ャ
ー
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
ど
の
「
～
に
は
」
待
遇
に
つ
い
て
考
え
・
て
み
た
い
。

 
視
点
3
の
「
言
い
ま
わ
し
に
よ
る
待
遇
表
現
法
」
の
考
察
に
は
、
'
挨
拶
文
・

依
頼
文
・
勧
誘
文
・
命
令
文
・
禁
止
文
・
否
定
文
な
ど
を
取
上
げ
る
。
こ
れ
ら

に
ば
、
娩
曲
表
現
・
謙
譲
表
現
・
古
雅
表
現
、
等
々
の
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
る
の

が
常
で
あ
る
。
た
と
え
ば
長
門
市
青
海
島
の
通
（
ガ
ヨ
イ
）
集
落
の
、
「
オ
ン

マ
イ
タ
シ
マ
」
ス
（
「
オ
ン
マ
モ
ー
シ
マ
ス
コ
」
「
と
教
示
し
た
人
も
あ
．
つ
た
）
。
」

之
い
う
挨
拶
も
、
一
種
の
古
雅
表
現
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
は
葬
式
の
返
礼
や
法
、

事
の
案
内
に
他
家
を
訪
れ
た
人
が
、
羽
織
袴
に
威
儀
．
を
正
し
て
述
べ
る
こ
と
ば

で
あ
る
。
 
「
お
ん
前
致
し
ま
す
（
お
ん
前
申
し
ま
す
）
。
」
で
あ
ろ
う
と
言
う
。

若
い
人
々
は
も
は
や
口
に
し
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
挨
拶
こ
と
ば
に
は
、
こ

の
よ
う
な
古
雅
表
現
も
長
い
生
命
を
有
し
て
い
る
。

 
こ
の
小
報
告
で
は
、
第
二
の
視
点
の
う
ち
の
、
「
述
話
．
部
に
お
け
る
尊
敬
表

現
法
」
を
取
上
げ
た
。

 
 
冒
頭
の
簡
略
図
に
①
～
④
の
番
号
を
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
待
遇
表
現
法
の
観
点
か
ら
、
山
口
県

 
 
の
日
本
海
沿
岸
島
四
域
を
試
み
に
四
分
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
以
下
の
記
述
の
中
で
、
方
言
文

 
 
例
を
あ
げ
て
そ
の
地
点
名
を
記
す
時
は
、
こ
の
番
号
を
用
い
て
声
「
①
江
崎
」
の
よ
う
に
略
記
し
た
。

 
 
①
江
崎
阿
武
郡
田
万
川
町
江
崎
（
ア
列
グ
ン
タ
マ
ガ
ワ
チ
ョ
ー
工
別
キ
）

＠＠＠＠¢
通大相見須
 島島島佐

阿
武
郡
須
佐
町
（
ア
ブ
グ
ン
 
ス
サ
チ
ョ
ー
）

静
秋
三
見
島
（
ハ
ギ
シ
．
 
ミ
シ
マ
）

高
秋
市
相
島
（
ハ
ギ
シ
 
ア
イ
シ
マ
）

萩
市
大
島
（
二
毛
シ
 
オ
ー
シ
マ
）

長
門
市
青
海
…
島
通
、
（
ナ
ガ
ト
シ
 
オ
ー
ミ
シ
マ

力
引
）

＠・ ＠＠＠③③＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠
青
海
 
長
門
市
青
海
島
青
海
（
ナ
ガ
ト
シ
 
．
オ
ー
ミ
シ
マ
 
オ
レ
ミ
）

湊
 
 
長
門
市
湊
（
ナ
ガ
ト
シ
 
ミ
ナ
ト
）

粟
野
 
豊
浦
郡
豊
北
町
粟
野
（
ト
ヨ
ウ
ラ
グ
ン
 
ホ
ー
ホ
ク
チ
。
一
 
ア
ワ
ノ
）

阿
川
 
豊
浦
郡
豊
北
町
阿
川
（
ト
ヨ
ウ
ラ
グ
ン
 
ホ
ー
ホ
ク
ヂ
ョ
ー
、
ア
ガ
ワ
）

 
 
こ
の
地
点
の
三
文
例
は
、
梅
光
女
学
院
大
学
日
本
文
学
科
第
六
回
生
中
村
真
智
子
姉

 
 
の
教
示
に
よ
る
。

肥
申
 
豊
浦
郡
豊
北
町
神
田
肥
中
（
ト
ヨ
ウ
ラ
グ
ン
 
ホ
ー
ホ
ク
チ
。
1
 
ヵ
ン
ダ
 
ヒ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ジ
ュ
ー
）

二
見
 
豊
浦
郡
曲
豆
北
町
北
宇
賀
二
見
（
ト
罫
引
グ
，
ン
 
ホ
ー
ホ
ク
チ
ョ
ー
 
キ
訓
カ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ブ
引
ミ
）

湯
玉
 
豊
浦
郡
豊
浦
町
字
賀
湯
玉
（
ト
ヨ
ウ
ラ
グ
ン
ト
ヨ
ウ
ラ
チ
ョ
ー
ウ
カ
 
ユ
タ
マ
）

川
棚
 
豊
浦
郡
豊
浦
町
川
棚
（
ト
ヨ
ウ
ラ
グ
ン
 
ト
ヨ
ウ
ラ
チ
ョ
ー
 
カ
ワ
タ
ナ
）

室
津
 
豊
浦
郡
豊
浦
町
室
津
下
（
ト
ヨ
ウ
ラ
グ
ン
 
ト
ヨ
ウ
ラ
チ
ョ
ー
 
ム
ロ
ツ
シ
モ
）

黒
井
 
曲
豆
浦
郡
豊
浦
町
黒
井
（
ト
ヨ
ウ
ラ
グ
ン
 
ト
ヨ
ウ
ラ
チ
ョ
ー
 
ク
ロ
イ
）

吉
見
 
下
関
市
吉
見
（
シ
モ
ノ
セ
キ
シ
 
ヨ
シ
ミ
）

吉
見
 
下
関
市
吉
母
（
シ
モ
ノ
セ
キ
シ
 
ヨ
シ
モ
）

蓋
井
島
 
下
関
市
蓋
井
島
（
シ
モ
ノ
セ
キ
シ
 
フ
タ
オ
イ
ジ
マ
）

安
岡
 
下
関
市
安
岡
（
、
シ
モ
ノ
セ
キ
シ
 
ヤ
ス
オ
カ
V

彦
島
下
関
市
彦
島
（
ツ
モ
ノ
セ
キ
シ
 
ピ
コ
シ
マ
）

竹
の
子
島
 
下
関
市
寄
島
竹
の
子
島
（
シ
モ
ノ
セ
キ
シ
 
ピ
コ
シ
マ
 
タ
ケ
ノ
コ
ジ
マ
）

 
 
述
一
部
に
お
け
る
尊
敬
表
現
法

諸
三
部
の
待
遇
表
現
法
を
比
較
す
る
時
、
述
話
部
の
そ
れ
は
も
っ
と
も
多
様

で
あ
る
。
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
尊
敬
．
（
直
接
尊
敬
）
」
・
「
謙
譲
（
間
接
尊
敬
）
」
・

「
丁
寧
」
に
三
大
別
さ
れ
、
こ
の
三
者
が
ま
だ
さ
ま
ざ
ま
の
言
い
か
た
を
有
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
尊
敬
表
現
法
の
内
奥
は
特
に
多
様
で
あ
る
。
当
域
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毫



曹

の
尊
敬
表
現
法
と
し
て
は
、
左
の
五
項
が
取
上
げ
ら
れ
る
。

54321
 
と
こ
ろ
で
、

を
も
っ
て
、
対
者
・
他
者
を
遇
し
て
い
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、

ゴ
ゴ
ー
ジ
マ
セ
」
の
よ
う
な
、
待
遇
品
位
の
高
い
動
詞
を
用
い
て
い
る
時
の
待

遇
心
意
は
、
「
う
や
ま
い
」
・
「
あ
ら
た
ま
り
」
．
「
へ
だ
て
」
等
々
、
さ
ま

ぎ
ま
で
あ
る
。
ま
た
、
 
「
ユ
ー
テ
ヤ
ッ
タ
」
・
「
イ
キ
ー
 
ネ
」
な
ど
の
日
常
敬

語
の
使
用
は
、
女
性
の
ば
あ
い
は
む
し
ろ
こ
れ
が
普
通
待
遇
で
あ
っ
て
、
 
「
ユ

ー
タ
」
・
「
イ
ケ
」
は
卑
罵
待
遇
で
あ
る
。
，

 
こ
の
よ
う
な
事
情
に
省
み
る
時
、
「
尊
敬
」
の
名
を
用
い
る
こ
と
が
た
め
ら

わ
れ
る
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
の
待
遇
心
意
を
す
べ
て
表
わ
し
得
る
用
語
を
創

出
し
か
ね
て
、
今
は
、
代
表
的
な
一
待
遇
心
意
の
名
を
、
全
体
の
名
と
す
る
こ

と
に
従
う
。
 
 
 
 
 
 
'

 
1
 
尊
敬
動
詞
の
使
用

 
当
域
の
尊
敬
動
詞
の
お
も
な
も
の
は
、
「
ゴ
ザ
ル
」
．
「
ジ
ャ
ー
ル
」
、
・
「
．

オ
イ
デ
ル
」
・
（
三
語
は
「
居
る
」
「
来
る
」
「
行
く
」
の
尊
敬
語
）
・
「
オ
シ

ラ
レ
ル
（
お
っ
し
ゃ
る
）
」
・
「
ゴ
ロ
ー
ジ
マ
ス
（
ご
覧
に
な
る
）
」
・
「
ア

ガ
ル
（
召
上
る
）
」
・
「
ツ
カ
サ
ル
（
下
さ
る
）
」
等
々
で
あ
る
。
 
（
こ
れ
ら

の
中
に
は
、
豊
浦
郡
以
南
で
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
語
も
あ
る
。
）
ま
た
島
根

尊
敬
動
詞
の
使
用

尊
敬
助
動
詞
の
累
加

「
オ
・
…
：
マ
ス
」
尊
敬
法

「
…
…
テ
」
慈
敬
法

連
用
形
に
よ
る
勧
奨
・
制
止
法

 
 
 
こ
れ
ら
の
待
遇
表
現
法
を
用
い
る
時
、
話
者
は
常
に
尊
敬
意
識

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「

県
ざ
か
い
で
は
、
「
オ
レ
ル
（
居
ら
れ
る
）
」
・
「
イ
ケ
タ
（
行
か
れ
た
）
」

な
ど
の
下
一
段
尊
敬
動
詞
も
用
い
て
い
る
。
こ
の
項
で
は
、
「
ゴ
ザ
ル
」
・
「

ジ
ャ
ン
ル
」
・
「
オ
イ
デ
ル
」
と
v
下
一
段
尊
敬
動
詞
と
を
取
上
げ
た
。

 
 
 

 
 
ー
ゴ
ザ
ル

 
 
（

 
「
ゴ
ザ
ル
」
は
、
今
日
、
当
域
で
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
筆
者

の
調
査
で
は
、
九
十
才
の
老
女
と
八
十
五
才
の
老
男
と
か
ら
、
わ
ず
か
に
次
の

二
例
を
得
て
い
る
。
 
 
 
 
・
 
 
 
 
．

、
 
・
オ
ヤ
サ
マ
ガ
 
ミ
テ
 
ゴ
ザ
ル
 
シ
ッ
テ
 
ゴ
ザ
ル
。
 
仏
様
が
人
間
の

 
 
す
る
こ
と
を
す
べ
て
見
て
お
ら
れ
る
、
知
っ
て
お
ら
れ
る
。
（
老
女
②

 
 
青
海
）

 
。
ジ
ュ
ー
ニ
タ
イ
ガ
 
ゴ
ザ
ッ
タ
ゲ
ナ
 
イ
ノ
ー
。
十
二
体
の
仏
様
が
お
ら

 
 
れ
た
そ
う
で
す
よ
、
ね
え
。
 
（
老
男
 
②
相
島
）

 
二
例
と
も
に
神
仏
閣
係
の
敬
語
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
沿
岸
域
で
は
萩
市
山

田
の
古
老
が
、
「
若
い
こ
ろ
に
聞
い
て
い
た
。
」
と
語
っ
た
。
こ
の
老
男
の
祖

母
は
、
祭
の
客
人
を
N
 
「
ヨ
ー
ゴ
ダ
ッ
タ
 
 
ノ
。
」
．
と
迎
え
た
と
い
う
。
 
「
ゴ

ザ
ル
」
は
、
親
愛
の
情
の
こ
も
っ
た
軽
い
敬
語
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
青
海

島
の
通
で
は
、
「
ゴ
ザ
レ
」
・
「
ゴ
ザ
イ
」
の
用
例
も
示
さ
れ
た
。

 
ま
た
萩
市
山
田
の
老
男
は
、
 
「
ヨ
ー
 
ゴ
ダ
ン
サ
ェ
エ
タ
 
ノ
。
」
を
も
記

憶
し
て
い
た
。
 
「
ゴ
ダ
ン
サ
ェ
エ
ル
」
は
、
 
「
ゴ
ダ
ル
」
に
尊
敬
助
動
詞
「
サ

ェ
ェ
ル
」
を
添
え
て
、
待
遇
品
位
を
高
め
て
い
る
。
青
海
島
の
通
・
青
海
、
そ

の
他
大
津
郡
の
諸
地
点
で
は
、
「
ゴ
ッ
サ
ェ
エ
タ
」
・
「
ゴ
ッ
サ
レ
イ
」
・
「

ゴ
ザ
サ
イ
」
・
「
ゴ
ッ
サ
イ
」
・
．
「
ゴ
ッ
サ
ェ
イ
」
と
言
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

山
口
県
日
本
海
沿
岸
島
四
域
の
方
言
の
待
遇
表
現
法
-
述
三
部
に
お
け
る
尊
敬
表
現
法
一
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山
陰
か
ら
九
州
北
西
域
に
か
け
て
は
、
出
雲
地
方
と
九
州
の
筑
前
域
と
に
、

今
日
も
「
ゴ
ザ
ル
」
と
と
ば
が
よ
く
行
わ
れ
て
い
る
。
両
域
の
間
の
長
門
日
本

海
が
わ
の
「
ゴ
ザ
ル
」
が
、
以
上
の
よ
う
な
痕
跡
状
況
で
あ
る
こ
と
は
、
山
陽

道
か
ら
の
言
語
新
化
の
影
響
が
、
こ
の
地
域
に
比
較
的
早
く
及
ん
だ
た
め
で
あ

ろ
う
か
。
・

 
 
 

 
 
2
ジ
ャ
ル
・
ジ
ャ
ー
ル

 
 
（

 
「
ジ
ャ
ル
」
は
「
お
じ
ゃ
る
」
が
接
頭
辞
「
オ
」
を
落
し
た
語
形
で
あ
る
。

相
島
で
は
、
次
の
文
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
終
止
形
・
命
令
形
は
長
呼
形
、

連
用
形
は
短
呼
形
で
あ
る
。

 
。
コ
レ
ノ
 
ジ
ー
チ
ャ
ン
 
ジ
ヤ
ー
ル
 
ガ
ノ
ー
。
 
こ
こ
の
お
じ
い
さ
ん

 
 
は
居
ら
れ
る
か
ね
え
。
 
（
老
女
の
訪
問
辞
）

 
。
ヨ
メ
ジ
ョ
ガ
 
シ
ュ
ー
ト
バ
ー
ニ
 
ノ
、
コ
ッ
チ
 
ジ
、
ヤ
ー
レ
ッ
 
テ
。

 
 
嫁
が
姑
に
「
こ
っ
ち
に
お
い
で
」
之
言
う
。
 
（
砂
胆
↓
筆
者
）

 
・
ア
シ
コ
ニ
ャ
 
オ
キ
ャ
ク
ガ
 
．
ジ
ャ
「
ッ
タ
。
 
あ
の
家
に
は
お
客
が
来
ら

 
 
れ
た
。
 
（
老
女
↓
筆
者
）

 
「
ジ
ャ
ー
ル
」
は
「
居
る
」
・
「
来
る
」
の
尊
敬
語
で
、
「
行
く
」
の
尊
敬

語
の
用
法
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
待
遇
品
位
は
「
ゴ
ザ
ル
」
．
よ
り
は
や
や
低
い

よ
う
で
あ
る
。
五
十
代
以
上
の
人
々
は
男
女
と
も
に
用
い
て
い
る
が
、
使
用
頻

度
は
さ
し
て
高
く
な
い
。
萩
市
山
田
で
は
、
九
十
才
に
近
い
老
男
が
、
隣
室
の

妻
に
「
コ
ッ
チ
ー
 
ジ
ャ
ー
レ
 
ノ
（
こ
っ
ち
へ
お
い
で
よ
）
。
」
と
声
を
か

け
る
の
を
、
昭
和
四
十
四
年
に
開
い
て
い
る
。
ま
た
青
海
島
青
海
の
九
十
才
の

老
女
か
ら
は
、
昭
和
五
十
一
年
に
、
．
「
ソ
コ
ニ
 
ジ
ャ
ラ
ー
デ
モ
 
コ
ッ
チ
ー
．

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
「
一
 
 
i
 
 
一
、

刻
レ
ー
 
ノ
。
」
と
か
、
「
コ
ン
ダ
 
ウ
チ
ト
 
ジ
㍗
レ
 
ヤ
i
。
」
と
、
以

 
前
は
言
っ
て
い
た
と
聞
い
た
。
通
集
落
で
は
「
ジ
ャ
イ
 
ノ
（
お
い
で
よ
）
。
」

 
の
教
示
も
あ
っ
た
。

 
 
 
 

 
 
 
3
オ
イ
デ
ル

 
 
 
（

 
 
。
ア
ソ
コ
ニ
モ
 
オ
イ
デ
ル
 
ネ
。
 
お
年
寄
が
あ
そ
こ
に
も
お
ら
れ
る

 
 
 
ね
コ
 
（
老
女
↓
筆
者
 
①
江
崎
）

 
 
。
ア
ン
タ
ー
 
ア
シ
コ
 
オ
イ
デ
タ
ホ
シ
ャ
 
ナ
イ
 
ワ
ノ
ー
。
あ
な
た
は

 
 
 
あ
そ
乙
に
行
か
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
わ
ね
え
。
 
（
老
女
む
筆
者
 
②
見
島
）

 
 
・
コ
ッ
チ
 
オ
イ
デ
ー
 
ナ
。
・
こ
っ
ち
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
。
 
（
中
連
嘘
中

 
 
 
女
 
③
吉
見
里
町
）

 
 
「
オ
イ
デ
ル
」
は
、
「
居
る
」
・
「
来
る
」
一
「
行
く
」
の
尊
敬
語
と
し
て

 
全
域
の
中
年
以
上
の
男
女
に
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
待
遇
品
位
は
中
程
度
で

 
対
者
敬
語
と
し
て
は
、
通
常
、
同
年
者
の
間
に
お
こ
な
わ
れ
る
。
青
少
年
は
、

 
女
子
が
命
令
表
現
に
用
い
る
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
使
用
し
な
い
。
「
オ
イ
デ
ル
」

 
の
待
遇
品
位
を
よ
り
高
く
す
る
た
め
に
は
、
 
「
オ
イ
デ
マ
ス
」
・
「
オ
イ
デ

．
ラ
レ
タ
」
・
「
オ
イ
デ
テ
 
カ
ネ
」
の
よ
う
に
、
助
動
詞
「
ラ
レ
ル
」
・
「
マ

 
ス
」
や
、
助
詞
「
テ
」
を
添
え
て
言
う
。
そ
の
う
ち
、
 
「
オ
ズ
デ
マ
ス
」
は
も
パ

 
つ
と
も
さ
か
ん
で
、
も
は
や
一
語
に
熟
し
て
い
る
と
言
え
る

 
 
 
 

 
 
 
4
オ
イ
デ
マ
ス

 
 
 
（

 
 
「
オ
イ
デ
マ
ス
」
も
全
域
で
さ
か
ん
で
あ
る
が
、
青
少
年
者
は
用
い
な
い
。

 
 
。
オ
イ
デ
マ
シ
ョ
ー
 
ヨ
。
ヒ
ル
ワ
。
 
家
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う

 
 
 
よ
。
昼
間
は
。
 
（
老
女
↓
筆
者
 
②
見
島
）

 
 
 
 
 
 
 
1
 
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
．

 
 
。
ド
コ
 
オ
イ
デ
マ
ス
。
 
ど
こ
へ
お
出
か
け
で
す
か
。
 
（
老
男
↓
老
女
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①
江
崎
）

・
ア
刻
レ
 
ナ
ン
 
ヒ
！
サ
ニ
 
オ
イ
デ
マ
ス
ル
ン
デ
シ
ョ
ー
 
カ
。

あ
な
た
は
あ
の
う
長
く
滞
在
な
さ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 
（
老
女
↓
筆
者

①
江
崎
）

。
劃
一
 
オ
劃
マ
セ
。
 
見
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。
 
（
老
女
↓
筆
者

別
表
一
 
ゴ
ザ
ル
「
・
ジ
ャ
ー
ル
・
オ
そ
デ
ル
の
存
立
状
況
 
 
 
 
 
 
父

 
 
③
吉
見
妙
寺
）

 
終
止
形
・
連
体
形
は
、
通
常
「
オ
イ
デ
マ
ス
」
で
あ
る
が
、
ご
く
稀
に
古
老

か
ら
「
オ
イ
デ
マ
ス
ル
」
を
聞
く
。
仮
定
形
「
オ
イ
デ
マ
ス
リ
ャ
」
・
「
オ
イ

デ
マ
シ
ャ
ー
」
の
使
用
頻
度
は
き
わ
め
て
低
い
。

基
本
形

未
．
然
形

連
 
用
 
形

終
止
形
．

連
体
形
一
撃
定
形
一
命
令
形
待
遇
品
位
．

分
 
 
 
 
布
 
 
 
 
域

ゴ
ザ
ル
■
■
一
引
．
・
「
1
．
，
．
-
・
1
1
1
艦
沸
■
「
冒
ゴ
ザ
ン
サ
レ
ル

層
I
-
臥
冒
，
1
，
，
「
「
「
，
奪
1
■
「
「
■
「
，
，
，
．
．

：
，
：
 
-
；
：
-
-
駈
・
，
」
一
一
。

9
 
■
量
 
，
1
 
卜
p
■
 
‘
 
，
堅
巳
，
 
「
 
，
5
 
5
9
 
，
 
「
 
「
」
 
■
 
，
 
，
 
■

②
萩
市
山
田
②
相
島
②
青
海
島
の
通
・
青
海
-
l
-
一
：
：
■
「
；
：
一
「
：
「
-
-
■
幽
-
，
、
一
，
-
l
-
一
b
I
I
■
：
1
1
1
一
監
一
-
1
：
8
：
■
1
…
：
■
②
萩
市
山
田
（
マ
コ
ダ
ン
サ
ェ
エ
た
」
の
み
）
⑳
解
通
（
「
ゴ
ダ
ン
サ
ェ
エ
た
の
活
用
形
」
以
外
）

ジ
ャ
ル
ジ
ャ
ー
ル

（
ジ
ャ
ラ
'
1
で
も
）
ジ
ャ
ッ
た

ジ
ャ
ー
ル

O

ジ
ャ
レ
ジ
ャ
イ
ジ
ャ
ー
レ

中

②
萩
市
山
田
 
②
相
島
 
②
青
海
島

オ
イ
デ
ル

オ
イ
デ
ん

オ
イ
デ
た

オ
イ
デ
ル

オ
イ
デ
ル

オ
イ
デ
リ
ャ
！

オ
イ
デ
オ
イ
デ
ー

中

全
 
 
域
．

オ
イ
．
デ
マ
ス

 
 
『
セ
臨
イ
デ
マ
セ
ん
オ
．
イ
デ
マ
シ
ョ
ー

オ
イ
デ
、
マ
シ
た

オ
イ
デ
マ
ス
オ
イ
デ
マ
ス
ル

オ
イ
デ
マ
ス
ー
オ
イ
デ
マ
ス
ル

オ
財
デ
マ
シ
ャ
：
オ
イ
デ
マ
ス
リ
ャ
、

オ
イ
デ
マ
セ
．

上

全
．
域

、
、

i
、
．
．
基
本
形
は
、
使
用
さ
れ
て
い
る
活
用
形
か
ら
推
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

2
、
 
（
 
 
）
づ
き
の
活
用
形
は
、
「
今
は
使
わ
な
い
が
、
以
前
に
使
っ
て
い
た
ゆ
．
」
な
ど
の
説
明
の
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

3
渦
分
布
欄
に
．
「
○
○
域
」
と
記
さ
ず
、
地
点
名
を
あ
げ
て
い
る
の
は
、
調
査
地
点
が
少
な
い
た
め
、
今
は
ま
だ
域
を
言
う
こ
と
層
控
え
で
い
る
も

 
 
の
で
あ
る
。

聞
口
県
日
本
海
沿
岸
三
嘆
域
の
方
言
の
待
遇
表
現
法
 
週
述
三
部
に
お
け
る
尊
敬
表
現
法
i
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腎
-

別
表
置
 
「
敬
語
助
動
調
存
立
状
況
一
覧

業
形
一
黍
形
蓬
用
形
一
終
止
形
一
葎
形
冨
定
形
一
命
令
形
三
豊
分
 
布
 
概
“
況

ヤ
ー
ル
ヤ
 
ル

ヤ
ー
う
ん

ヤ
ツ
た
ヤ
ー
た

ヤ
ー
ル

ヤ
ー
り
や
ヤ
ー
レ
・
ヤ
ー
イ
ヤ
レ
・
ヤ
イ
・
ヤ
ー

中
の
下

①
・
③
・
③
の
漁
業
集
落
。
〈
老
年
層
V
③
の
角
島
・
藍
井
島
で
は
ほ
と
ん
ど
聞
け
な
い
。

ン
サ
レ
ル
 
 
 
 
一

ン
サ
レ
た
ン
サ
エ
ー
た
．

ン
サ
レ
ン
サ
イ
・
ン
サ
ェ
イ
 
 
 
 
 
 
一

①
・
⑨
。
③
の
沿
岸
域
に
は
稀
に
聞
く
コ
使
用
者
層
は
く
巻
V
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ー

サ
レ
ん
サ
リ
ョ
t
サ
エ
ろ
う

サ
エ
ル
サ
ニ
エ
ル
サ
ー
ル
サ
ル
（
稀
）

サ
エ
ウ
ヤ
サ
ー
リ
ャ

 
中
し
ー
ー
 
中

②
、
お
よ
び
③
の
沿
岸
域
北
部
。
使
用
者
層
は
く
老
V
・
〈
中
V
命
令
形
「
サ
イ
」
は
①
に
も
分
布
し
て
い
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1

ナ
ハ
ル

ナ
ハ
レ
ん

ナ
片
ッ
た

ナ
ハ
ル

ナ
ハ
レ
ー
ナ
ハ
イ
「
一
5
-
i
-
」

中

 
 
 
噛
④
の
く
老
V
．

ナ
レ
ん

ナ
エ
ル
ナ
ー
ル
ナ
ル
ナ
ン
な
 
 
匙
 
一

ナ
サ
レ
マ
ス1

1
」
1
一
．
1
．
～

ナ
サ
レ
マ
シ
た

ナ
サ
レ
マ
ス

一
一
最
上
一
 
 
 
 
1③

〈
老
V
 
 
 
 
 
 
．
1
し
一
．
．
一
1
1
．
1
．
吃
．
レ
ー
-
1

一
1
-
1
．
サ
エ
マ
ス

 
 
 
 
一
一
、
I
L
i
一
．
．
引
．
-
．
-

 
上
」
1
ー
ー
と
P
中
の
上

 
 
 
 
 
一
ナ
サ
イ
マ
シ
た
ヂ
サ
イ
マ
ス
 
 
 
 
 
［
．
．
「
i
-
1
-
5
一
」
；
i
」
！
ー
ー
r

 
 
 
．

・
ナ
サ
イ
マ
セ

最
 
上
全
域
の
く
中
V
．
〈
老
V
＝
l
l
葦
．
「
一
1
 
．
．
●
9
「
8
r
；
1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
i
i
～

ナ
サ
イ
マ
ス
ナ
サ
ン
ス
ー
ン
サ
ン
ス

ナ
サ
ン
ス
 
 
「
 
 
 
 
 
 
 
 
一

ナ
サ
ン
セ
 
 
 
 
 
 
上
 
 
．
③
萩
旧
市
内
・
見
島
・
青
海
島
く
老
V

「ヒ

ン
サ
ン
セ

E
 
 
 
、

ト
 
一
 
ー
サ
ン
ス

｝
丁
葦

一
一
 
 
一

サ
ン
セ
 
 
 
 
 
中
の
上

一

ナ
ハ
ン
セ
ー
 
 
 
 
 
上

一
③
の
沿
岸
域
と
④
〈
老
〉

ナ
ン
．
ス
！
一
」
一
1
‘
1

一

ナ
ン
セ
」
 
 
 
 
 
 
 
引

 
 
 
 
一
ヤ
ン
ス
一

」
 
 

 
 
 
 
ヤ
シ
セ
ー
l
 
I
一
 
‘
一
 
「
…
．
■
ー
ー
 
．
一
 
 
 
 
ハ
ン
セ
ー

ハ
ン
ス

1
 
 
．
一
 
 
．
 
，
 
．
「
 
l
 
I
 
I
 
 
 
 
 
「
 
 
 
 
 
 
脚
 
一

．
．
．
．
．
i
遷
ー
ハ
ン
ス

レ
 
ル
ラ
レ
ル

レ
 
ん
 
レ
 
た
 
 
 
 
エ
 
た
ラ
レ
ん
 
 
 
 
ラ
レ
ま
し
た

全
域
の
全
年
層

 
別
表
1
は
、
当
域
に
お
け
る
、
「
ゴ
ザ
．
ル
」
・
「
ジ
ャ
．
ル
」
・
「
オ
イ
デ
．
ル
」
．

の
存
立
状
況
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
つ

 
当
．
域
に
お
け
る
こ
れ
ら
三
動
詞
の
隆
替
の
様
は
智
中
央
語
に
お
け
る
三
動
詞

の
語
史
を
、
お
の
ず
か
ら
に
映
し
て
い
る
。
．

共
通
語
窪
堺
で
は
、
會
は
も
ば
や
「
オ
イ
デ
ル
」
．
か
ら
「
づ
フ
ッ
．
ぷ
ヤ
、

ル
」
に
移
っ
て
い
る
が
、
当
字
で
は
、
 
「
イ
ラ
ッ
シ
ャ
ル
」
．
は
ま
だ
土
地
こ
と

ば
の
落
着
ざ
を
見
せ
て
い
な
い
。
と
き
に
女
性
が
口
に
す
る
こ
と
は
あ
る
が
、

そ
れ
ば
共
通
語
意
識
の
．
も
と
で
の
．
用
語
で
あ
る
。
．
、
敬
語
動
詞
使
．
用
そ
の
こ
と
の

衰
え
て
い
る
現
代
で
は
・
．
「
イ
ラ
ッ
シ
ャ
ル
」
が
土
地
こ
と
ば
と
レ
て
定
着
す

る
こ
と
は
ま
ず
考
え
ら
．
れ
な
い
。

 
 
 
 

 
 
 
5
下
一
段
尊
敬
動
詞
．

 
 
 
く

 
当
域
北
端
0
田
万
川
町
．
で
は
レ
四
段
動
詞
を
一
段
化
し
た
．
「
イ
ケ
ル
（
行
か

れ
る
）
」
「
な
ど
の
敬
語
動
詞
が
頻
用
さ
れ
て
い
る
。
四
段
動
調
に
尊
敬
助
動
詞

「
レ
ル
」
が
添
・
レ
て
ハ
「
イ
カ
レ
ル
」
V
「
イ
カ
エ
ル
」
V
「
イ
ケ
ル
」
と
、

一
語
に
熟
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
 
。
（
天
神
様
．
の
お
祭
に
は
）
モ
チ
モ
 
マ
ケ
ル
シ
 
ソ
ー
。
 
餅
も
お
ま
さ
．

  

@
だ
し
ね
え
つ
 
（
老
女
歩
夫
 
①
江
．
崎
）
 
．
．
 
 
 
 
 
 
 
'

 
 
。
ダ
レ
モ
 
千
切
ン
デ
シ
ョ
ー
。
 
．
誰
も
お
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
 
（
中

  

@
昇
↓
筆
者
 
①
須
佐
）
 
 
 
 
 
 
．
 
i

 
 
・
一
斗
↓
・
．
子
オ
バ
嘉
ヤ
・
ン
．
ミ
引
．
ヤ
訓
イ
．
イ
列
マ
ス
ケ
！
。

  

@
お
じ
い
さ
ん
も
お
ば
あ
さ
ん
も
、
皆
、
山
に
行
か
㊨
ま
す
．
か
ら
（
お
留
守

 
 
 
で
す
）
。
 
（
老
女
↓
筆
者
．
①
江
崎
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ド
へ

 
命
令
形
は
な
．
い
。
．
下
一
段
尊
敬
動
詞
の
敬
意
は
軽
く
、
．
第
三
者
敬
語
と
し
て
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用
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
使
用
は
、
当
域
で
は
、
田
万
川
町
・
須
佐
町
な
ど
、

北
部
域
に
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

 
2
 
尊
敬
助
動
詞
の
累
加

 
尊
敬
助
動
詞
を
累
加
し
て
待
遇
品
位
を
高
め
る
敬
意
表
現
法
は
、
尊
敬
動
詞

を
用
い
る
よ
り
も
、
一
段
と
優
勢
で
あ
る
。
当
域
で
用
い
ら
れ
て
い
る
尊
敬
助

動
詞
は
、
「
ヤ
ル
」
・
「
ヤ
ー
ル
」
、
「
ナ
サ
レ
ル
」
・
「
ナ
サ
ル
」
類
、
「

シ
ル
」
・
「
ラ
レ
ル
」
で
あ
る
。
別
表
皿
に
、
こ
れ
ら
の
存
立
概
況
を
記
し
た
。

 
 
 

 
、
ー
ヤ
ル
・
ヤ
ー
ル

 
 
（

 
 
方
言
助
動
詞
「
ヤ
ル
」
に
つ
い
て
、
藤
原
与
一
先
生
は
次
の
よ
う
に
説
か

 
れ
、
そ
の
全
国
的
な
使
用
状
況
を
示
し
て
お
ら
れ
る
。

 
 
 
「
ヤ
ル
」
は
も
と
も
と
、
 
「
オ
読
ミ
ア
ル
」
な
ど
の
「
オ
…
…
ア
ル
」

 
 
の
言
い
か
た
か
ら
で
き
た
。
 
（
筆
者
中
略
）

 
 
 
待
遇
意
識
の
新
た
な
展
開
が
、
文
法
私
式
の
新
し
い
結
実
を
も
た
ら
し
、

 
 
か
っ
こ
う
の
、
や
や
軽
い
敬
意
表
現
法
を
確
立
し
得
た
の
で
も
あ
る
。
 
（

 
 
『
日
本
語
方
言
文
法
の
世
界
」
二
三
七
頁
）

 
二
天
で
も
、
③
黒
井
で
「
オ
イ
ヤ
ル
（
居
ら
れ
る
）
」
を
、
②
相
島
で
「
オ

ネ
ヤ
ッ
タ
（
寝
ら
れ
た
）
」
を
、
そ
れ
ぐ
一
回
聞
い
た
だ
け
で
、
接
頭
辞
「

オ
」
を
併
わ
な
い
形
が
一
般
で
あ
る
。

 
。
ジ
ー
チ
ャ
ン
 
コ
マ
リ
ヤ
ー
ル
。
 
 
じ
い
ち
ゃ
ん
が
困
ら
れ
る
。
 
（
老

 
 
女
↓
老
女
 
②
大
島
）

 
。
ア
ノ
マ
ヤ
ー
 
イ
キ
ャ
ー
ラ
ン
。
 
あ
の
人
は
行
か
れ
な
い
。
 
 
（
老

 
 
女
↓
青
女
 
③
阿
川
）

 
。
コ
コ
デ
 
ハ
ナ
シ
ャ
ッ
タ
ケ
ド
 
イ
マ
 
ア
ッ
チ
ー
 
イ
キ
ャ
ッ
タ
ロ

 
 
i
。
 
お
ば
み
ざ
ん
は
こ
こ
で
話
さ
れ
た
け
ど
・
今
あ
っ
ち
に
行
か
れ
た

 
だ
ろ
う
。
 
（
中
女
↓
中
女
 
②
相
島
）

 
。
ハ
ッ
キ
リ
 
イ
ー
ヤ
ー
リ
ャ
 
エ
ー
セ
ー
 
ナ
。
 
は
っ
き
り
言
わ
れ
れ

 
ば
い
い
の
に
ね
。
 
八
老
女
↓
青
女
 
③
阿
川
）

 
。
筆
墨
ー
 
剥
ン
テ
 
痢
ー
ヤ
ー
タ
 
カ
。
 
 
先
生
は
何
て
言
わ
れ
た

 
 
か
。
 
（
老
女
↓
青
女
 
③
阿
川
）

 
。
コ
ッ
チ
ー
キ
ヤ
ー
レ
」
。
．
こ
っ
ち
に
お
い
で
。
 
（
下
男
↓
中
戸
①

 
 
江
崎
）

 
・
タ
バ
コ
 
イ
ッ
ポ
ン
 
ク
リ
ャ
ー
イ
 
ノ
。
 
た
ば
こ
を
一
本
お
く
れ
よ

 
 
ね
。
 
（
一
男
↓
中
男
 
③
吉
見
西
町
）

 
。
ア
ソ
バ
セ
ル
ケ
 
キ
ヤ
レ
。
 
遊
ば
せ
る
か
％
お
い
で
。
 
（
老
女
↓
小
男

 
 
③
二
見
）

 
。
ワ
サ
オ
ジ
カ
タ
 
イ
ッ
テ
 
ツ
ル
ド
ー
ニ
 
イ
ー
ヤ
イ
。
 
わ
さ
お
じ
（

 
，
屋
号
）
の
家
に
行
っ
て
鶴
蔵
さ
ん
に
言
い
な
さ
い
よ
。
 
（
老
女
↓
小
女

 
 
②
三
島
）

 
。
ア
ッ
チ
ー
 
イ
キ
ャ
イ
 
ノ
。
 
あ
っ
ち
に
行
き
な
さ
い
な
。
 
（
老
女
↓

 
 
小
女
②
通
）

 
。
オ
ー
チ
モ
 
ハ
イ
リ
ャ
ー
 
ノ
。
 
お
前
さ
ん
も
お
入
り
よ
。
 
（
老
女
↓

 
 
老
女
③
室
津
下
）

 
こ
こ
に
は
全
活
用
形
を
あ
げ
て
い
る
が
、
命
令
形
、
つ
い
で
連
用
形
（
「
ヤ

ッ
た
」
の
形
で
）
が
よ
く
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
仮
定
形
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と

は
稀
で
あ
る
。

山
口
県
日
本
海
沿
岸
島
喚
域
の
方
言
の
待
遇
表
現
法
 
一
三
話
部
に
お
け
る
尊
敬
表
現
法
一
-
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「
ヤ
ル
」
は
、
沿
岸
域
で
は
、
下
関
市
南
部
を
除
い
て
ほ
ぼ
全
域
の
、
主
と

し
て
漁
業
集
落
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
使
用
者
は
老
年
男
女
、
お
よ
び
中
年
男

子
に
限
ら
れ
て
い
て
、
次
第
に
衰
退
し
て
い
く
様
相
を
見
せ
て
い
る
。
農
村
で

も
稀
に
「
ヤ
ル
」
を
聞
く
こ
と
が
あ
る
が
、
土
地
人
は
「
浦
こ
と
ば
」
だ
と
意

識
し
て
い
る
。
一
方
、
島
喚
域
で
は
、
相
島
・
大
島
・
青
海
島
で
、
主
と
し
て

老
年
層
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
最
北
端
の
見
島
で
は
ほ
と
ん
ど
聞
け
な
い
。

（
筆
者
の
数
回
の
調
査
で
は
、
先
に
あ
げ
た
一
例
を
得
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
）

ま
た
助
動
詞
「
ナ
ル
」
の
栄
え
て
い
る
角
島
・
蓋
井
島
・
六
連
島
・
竹
の
子

島
・
彦
島
で
は
、
 
「
ヤ
ル
」
を
ほ
と
ん
ど
用
い
な
い
。
蓋
井
島
の
古
老
の
こ
と

ば
に
、
一
・
二
度
聞
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。

 
「
ヤ
ル
」
に
託
遠
れ
る
敬
意
は
ご
く
軽
い
。
一
般
に
は
、
〃
同
輩
以
下
の
者

に
、
ち
ょ
っ
と
こ
と
ば
を
や
わ
ら
げ
て
言
う
”
と
い
っ
た
程
度
の
も
の
で
あ

る
。
青
海
の
一
老
女
は
、
「
他
人
に
は
言
わ
な
い
。
メ
イ
コ
・
オ
イ
コ
（
姪
・

甥
）
に
言
う
こ
と
ば
」
だ
と
も
言
っ
た
。
 
「
ヤ
ル
」
を
き
た
な
い
こ
と
ば
と
意

識
し
て
い
る
人
々
も
多
い
。
も
っ
と
も
、
「
ヤ
ル
」
こ
と
ば
の
比
較
的
さ
か
ん

な
相
島
・
大
島
の
「
ヤ
ル
」
は
、
他
の
地
点
に
く
ら
べ
て
、
や
や
品
位
が
高

い
。

 
と
こ
ろ
で
、
当
域
の
「
ヤ
ル
」
の
語
形
は
か
な
り
多
様
で
あ
る
。
別
表
に
記

し
て
い
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
長
呼
形
で
あ
る
が
、
連
用
形
は
「
ヤ
ッ
た
」

が
常
で
あ
る
。
 
「
ヤ
ー
た
」
は
豊
浦
郡
北
部
の
阿
川
あ
た
り
で
聞
く
の
み
で
あ

る
。
一
方
㌻
命
令
形
は
、
全
域
で
長
呼
形
・
短
呼
愛
い
ず
れ
を
も
用
い
て
い

る
。
ま
た
こ
の
助
動
詞
は
、
前
婦
動
詞
の
連
用
形
が
一
音
節
の
ば
あ
い
は
馬
語

形
変
化
を
起
さ
な
い
が
、
二
音
節
以
上
の
連
用
形
に
続
く
と
、
「
イ
キ
ヤ
ー
ル

（
行
き
や
る
）
」
・
「
ワ
ラ
ヤ
：
ル
（
笑
い
や
る
）
」
の
二
種
類
が
あ
ら
わ
れ
．

る
。
前
者
は
、
 
「
ヤ
ー
ル
」
の
直
前
の
母
音
が
落
ち
て
、
そ
の
前
の
子
音
と
「

ヤ
ー
ル
」
と
が
熟
合
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
、
「
ヤ
ー
ル
」
の
前
の
連
母

音
が
、
後
の
母
音
を
落
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
美
挙
の
「
ヤ
ル
」
の
存
立
状
況
は
ほ
ぼ
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

先
出
の
動
詞
「
ジ
ャ
ー
ル
」
 
（
「
お
出
で
あ
る
」
か
ら
と
言
わ
れ
る
）
よ
り
は

か
な
り
広
い
地
域
に
、
今
日
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
次
に
記
す
「
ナ
．

サ
レ
ル
」
・
「
ナ
サ
ル
」
系
助
動
詞
の
よ
う
に
、
助
動
詞
「
マ
ス
」
を
重
ね
て

さ
ら
に
多
く
の
語
形
を
造
出
し
て
い
く
ほ
ど
の
発
展
性
は
見
せ
て
い
な
い
。

 
 
 

 
 
2
ナ
サ
レ
ル
・
ナ
サ
ル
系
助
動
詞

 
 
（

 
当
域
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
「
ナ
サ
レ
ル
」
・
「
ナ
サ
ル
」
系
助
動
詞
は
、

「
ン
サ
レ
ル
」
」
・
「
サ
レ
ル
」
・
「
ナ
ハ
ル
」
・
「
ナ
レ
ル
」
・
「
ナ
ル
」
で

あ
る
。

 
 
①
ン
サ
レ
ル

 
。
オ
マ
エ
 
ウ
チ
ー
 
オ
リ
ン
サ
イ
。
 
お
前
は
家
に
居
な
さ
い
よ
。
 
（
老

 
 
男
↓
妻
①
江
崎
）

 
島
根
県
ざ
か
い
の
田
万
川
町
で
は
、
 
「
ン
サ
イ
」
が
親
愛
の
情
の
こ
も
っ
た
 
、

日
常
敬
語
と
し
て
栄
え
て
い
る
コ
中
部
域
・
南
部
域
で
は
、
 
「
ン
サ
イ
」
の
勢

力
は
弱
い
。

 
。
劃
セ
ー
 
刑
一
 
ト
ナ
リ
ロ
 
キ
ー
テ
 
ミ
ン
洲
レ
。
、
先
生
あ
の
う

 
 
隣
家
に
尋
ね
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
 
（
老
女
↓
筆
者
 
②
大
島
）

 
見
島
・
大
島
の
老
年
者
の
「
ン
サ
レ
」
は
、
こ
の
よ
う
に
外
来
者
向
け
敬
語

で
あ
り
、
あ
る
い
は
挨
拶
こ
と
ば
敬
語
で
あ
っ
て
、
「
ン
サ
イ
」
よ
り
や
や
敬

意
が
高
い
。
」

』
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'
連
用
形
の
使
用
は
ま
れ
で
あ
る
が
、
下
関
市
吉
見
妙
寺
の
老
女
は
、
．
「
ヒ

ワ
 
オ
イ
リ
ン
サ
レ
カ
ケ
チ
ョ
ル
。
」
と
言
っ
た
。
余
命
い
く
ば
く
も
な
い
と

の
比
喩
…
で
あ
る
。
こ
の
地
域
で
は
「
ン
サ
レ
」
は
衰
退
途
上
に
あ
っ
て
、
こ
の

・
よ
う
に
お
ど
け
て
用
い
ら
れ
る
程
度
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

 
 
．
②
サ
レ
ル

 
 
「
サ
レ
ル
」
の
使
用
概
況
は
別
表
皿
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
青
少
年
者
に

も
「
サ
そ
」
・
「
サ
ン
」
は
聞
か
れ
る
。
 
「
サ
イ
」
、
・
「
サ
ン
」
は
、
一
音
節

連
用
形
に
続
く
時
は
、
「
ミ
ー
サ
イ
」
・
「
シ
ー
サ
ン
」
」
の
よ
う
に
、
長
呼
形

に
続
く
。
「
サ
ン
」
は
、
女
性
語
で
、
「
サ
イ
」
よ
り
や
や
品
位
が
高
い
。
こ

の
語
は
後
に
述
べ
る
「
サ
ン
セ
」
の
「
セ
」
音
省
略
の
も
の
か
と
も
疑
わ
れ
る

が
、
そ
の
待
遇
品
位
な
ど
か
ら
推
し
て
、
ひ
と
ま
ず
「
サ
レ
」
・
「
サ
イ
」
の

類
と
扱
っ
た
。
ま
た
、
地
点
に
よ
っ
て
は
、
ご
く
稀
に
終
止
形
「
サ
ル
」
を
用

い
る
。
こ
れ
は
命
令
形
「
サ
イ
」
を
軸
と
し
て
生
れ
た
語
形
で
は
あ
る
ま
い

か
。
多
く
の
語
形
を
有
し
て
い
み
の
は
、
こ
の
助
動
詞
が
、
、
当
域
で
か
な
り
古

く
か
ら
よ
く
お
こ
な
わ
れ
て
．
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

 
 
。
ジ
ー
サ
ン
ワ
 
訓
イ
劇
ニ
 
ド
ヅ
引
か
 
イ
朝
レ
マ
ス
 
引
，
 
お
じ

 
 
い
さ
ん
（
夫
）
は
毎
日
ど
っ
ち
か
の
病
院
に
行
か
れ
ま
す
よ
。
 
（
老
女
↓
‘

 
 
筆
者
②
通
）

 
 
。
ク
リ
サ
レ
ー
 
ナ
。
 
下
さ
い
な
。
 
（
老
女
↓
老
女
 
③
粟
野
）

 
老
年
者
の
こ
と
ば
に
は
、
こ
の
よ
う
に
「
レ
」
音
が
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
る

が
、
一
般
に
は
、
 
「
サ
エ
タ
」
・
「
サ
エ
ル
」
の
語
形
の
ほ
う
が
よ
く
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
助
動
詞
の
待
遇
品
位
は
、
 
「
ヤ
ル
」
よ
り
は
や
や
上
で
あ

る
。

 
 
③
ナ
ハ
ル

 
「
ナ
ハ
ル
」
は
、
関
門
域
の
六
連
島
・
彦
島
・
竹
の
子
島
で
、
老
年
者
が
用

い
て
い
る
。
集
落
内
の
人
々
に
む
け
て
の
も
て
な
し
こ
と
ば
で
あ
る
。
別
表
皿

に
記
し
た
よ
う
に
、
そ
の
活
用
は
一
段
活
用
と
四
段
活
用
と
の
混
合
型
で
あ

る
。
 
「
キ
オ
ツ
ケ
テ
 
イ
キ
ナ
ハ
イ
 
ナ
。
」
の
よ
う
に
、
命
令
形
「
ナ
ハ
イ
」

の
使
用
頻
度
が
も
っ
と
も
高
い
。

 
 
④
ナ
レ
ル
・
ナ
ル

 
「
ナ
レ
ル
」
・
「
ナ
ル
」
の
二
種
の
活
用
型
を
あ
げ
売
が
、
ほ
と
ん
ど
の
地

点
で
、
混
合
型
の
活
用
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
全
活
用
形
に
わ
た
っ
て
下
一

段
型
で
あ
る
の
は
㌔
角
島
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
か
。

 
さ
き
に
あ
げ
た
「
サ
レ
ル
」
と
、
こ
の
「
ナ
レ
ル
」
・
「
ナ
ル
」
と
は
、
前

者
は
中
部
域
に
、
後
者
は
南
部
域
に
と
、
そ
の
分
布
域
を
ほ
ぼ
分
け
て
、
同
似
の

・
待
遇
品
位
で
存
立
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
南
部
域
の
「
ナ
レ
ル
」
・
「
ナ
ル
」

は
、
牢
聖
域
の
「
サ
レ
ル
」
ほ
ど
に
優
勢
で
な
い
。
そ
の
中
で
㍉
蓋
井
島
で
は
．

今
日
も
「
ナ
ル
」
が
栄
え
て
い
て
、
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
。

 
。
オ
マ
イ
カ
タ
ノ
 
ジ
ー
ヤ
ン
ナ
ラ
 
ア
ス
ゴ
 
オ
ン
ナ
イ
タ
。
 
お
前
の

 
 
家
の
じ
い
さ
ん
な
ら
、
あ
す
こ
に
居
ら
れ
た
よ
。
 
 
（
老
女
↓
工
女
）

 
。
ノ
ボ
ル
ア
ン
ニ
ャ
ン
ガ
、
イ
ッ
チ
ョ
ン
ナ
ー
ッ
タ
 
ヒ
ジ
ャ
 
ナ
ー

 
 
カ
ネ
。
 
昇
さ
ん
が
行
っ
て
お
ら
れ
た
日
じ
ゃ
な
い
の
。
 
（
中
女
↓
中

 
 
女
）

 
「
ナ
サ
レ
ル
」
・
「
ナ
サ
ル
」
・
系
助
動
詞
は
、
こ
の
よ
う
に
多
様
で
あ
る
が

そ
の
待
遇
品
位
は
さ
し
て
高
く
な
い
。
あ
ら
た
ま
っ
た
挨
拶
や
、
集
落
外
の
人

々
と
の
会
話
の
中
で
は
、
＆
「
ナ
サ
レ
マ
ス
」
・
・
「
ナ
サ
イ
マ
ス
」
系
助
動
詞
が

用
い
ら
れ
る
。

山
口
県
日
本
海
沿
岸
島
四
域
の
方
言
の
待
遇
表
現
法
 
-
述
話
部
に
お
け
る
尊
敬
表
現
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、

O

 
 
 

 
 
3
ナ
サ
レ
マ
ス
・
ナ
サ
イ
マ
ス
系
助
動
詞

 
 
（

 
「
ナ
サ
レ
マ
ス
」
と
「
ナ
サ
イ
マ
ス
」
と
で
は
、
前
者
が
よ
り
古
い
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
 
「
ナ
サ
イ
マ
ス
」
系
の
助
動
詞
は
、
全
域
の
老
・
・
中
年
層
に
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
が
、
「
ナ
サ
レ
マ
ス
」
系
助
動
詞
は
、
主
と
し
て
申
部
域
の
老

年
層
に
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

 
・
オ
カ
エ
ッ
テ
ー
オ
ヤ
ス
匙
ナ
サ
レ
マ
セ
。
 
お
帰
り
に
な
っ
て
お
や
す
み

 
 
な
さ
い
ま
せ
。
 
（
老
女
↓
筆
者
 
②
長
門
市
湊
）

 
。
マ
ー
 
マ
ー
 
ハ
ジ
メ
テ
 
オ
イ
．
デ
ン
サ
レ
マ
シ
テ
。
 
ま
あ
く
は
じ

 
 
め
て
お
い
で
に
な
り
ま
し
た
の
に
。
 
（
老
女
↓
筆
者
 
②
通
）

 
・
マ
イ
ヒ
ニ
 
ヤ
マ
エ
 
イ
キ
サ
エ
マ
ス
 
デ
。
 
あ
の
お
じ
い
さ
ん
は
、

 
 
毎
日
山
に
行
か
れ
ま
す
よ
。
 
（
老
女
↓
筆
者
 
②
青
海
）

 
別
表
巫
の
「
ナ
サ
ン
ス
」
以
下
「
ハ
ン
ス
」
ま
で
の
助
動
詞
は
、
い
ず
れ
も

「
ナ
サ
イ
マ
ス
」
系
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
中
の
「
ナ
サ
ン
ス
」
・
「
ン
サ
ン

ス
」
・
「
サ
ン
ス
」
は
中
部
域
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

 
。
．
オ
シ
ア
イ
ナ
サ
ン
シ
タ
 
カ
。
〈
夕
方
の
訪
問
辞
 
老
女
 
②
見
回
〉

 
。
キ
訓
ケ
テ
 
オ
ィ
キ
ン
州
ン
セ
。
〈
送
辞
 
老
女
 
②
萩
旧
市
内
V

 
。
ム
カ
シ
ノ
 
コ
ト
ー
 
ハ
ナ
シ
テ
‘
キ
カ
シ
サ
ン
セ
 
テ
。
 
昔
の
こ
と

 
 
を
こ
の
先
生
に
話
し
て
聞
か
せ
な
遠
い
っ
て
。
（
中
女
↓
老
女
 
②
相
島
）

 
一
方
、
南
部
域
に
は
、
「
ナ
ハ
ン
ス
」
・
「
ナ
ン
ス
」
・
「
ヤ
ン
ス
」
・
「

ハ．

塔
X
」
が
、
次
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

 
。
畳
畳
ロ
シ
ハ
ン
セ
ー
。
．
〈
入
家
辞
 
老
女
 
④
彦
島
〉

 
。
オ
ア
、
テ
ナ
ン
セ
ー
。
 
座
布
団
を
お
敷
き
な
さ
い
ま
せ
。
 
（
老
女
寸
筆
者

 
 
③
肥
中
）

・
び
ゴ
ネ
ン
 
オ
イ
レ
ヤ
ン
セ
ー
 
ナ
。
 
お
体
を
お
大
事
に
。
 
（
老
女
↓
筆

 
 
者
③
湯
玉
）

 
。
ド
コ
ノ
 
ガ
ッ
コ
エ
 
オ
ッ
ト
メ
ハ
ン
ス
 
カ
。
 
ど
こ
の
学
校
に
お
つ

 
 
と
め
な
意
っ
て
ま
す
か
。
 
（
老
女
↓
筆
者
 
③
川
棚
）

 
申
部
域
の
「
ナ
サ
イ
マ
ス
」
系
助
動
詞
は
、
語
形
を
変
え
な
が
ら
も
、
語
中

の
「
サ
」
音
を
失
わ
な
い
。
一
方
、
．
南
部
域
の
そ
れ
ら
は
「
サ
」
音
を
と
ど
め

な
い
。
ま
た
命
令
形
語
尾
が
長
呼
さ
れ
る
の
も
、
南
部
域
の
「
ナ
サ
イ
マ
ス
」

こ
と
ば
の
特
色
で
あ
る
。

 
以
上
の
助
動
詞
は
、
「
サ
レ
マ
ス
」
．
と
「
サ
ン
ス
」
以
外
は
、
す
べ
・
て
接
頭

辞
「
オ
」
を
冠
し
た
動
詞
に
続
き
、
敬
意
が
き
わ
め
て
高
い
。
こ
れ
ら
は
集
落

、
外
か
ら
の
来
訪
者
に
対
し
て
用
い
、
ま
た
、
集
落
内
の
割
干
に
は
、
あ
ら
た
ま

っ
た
挨
拶
の
中
で
用
い
る
。
た
だ
し
、
青
少
年
者
は
、
・
こ
れ
ら
の
助
動
詞
を
使

用
し
な
い
。

 
 
 
 

 
 
4
レ
ル
・
ラ
レ
ル
・

 
 
（

 
「
レ
ル
」
・
「
ラ
レ
ル
」
は
全
域
の
全
年
層
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
中
部
域

で
は
「
エ
ル
」
・
「
ラ
エ
ル
」
と
発
音
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
こ
の
助
動
詞
の

待
遇
品
位
は
、
、
「
ナ
サ
レ
マ
ス
」
・
「
「
ナ
サ
イ
マ
ス
」
ほ
ど
に
高
く
な
い
。
ま

た
、
「
サ
レ
ル
」
・
「
ナ
ル
」
に
こ
め
ら
れ
た
親
近
感
も
な
い
。
「
レ
ル
」
・

「
ラ
レ
ル
」
が
用
い
ら
れ
る
と
、
そ
の
敬
意
は
さ
ほ
ど
高
く
な
い
に
も
か
か
わ

ち
ず
、
「
よ
そ
い
き
て
と
ば
」
ら
し
く
な
る
。
今
日
の
共
通
語
「
レ
ル
」
・
「

ラ
レ
ル
」
」
で
あ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
北
部
域
に
は
き
 
「
レ
ル
」
が
四
段
動
詞
と

熟
合
し
た
尊
敬
動
詞
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
助
動
詞
を
す
べ
て
共

通
語
か
ら
の
も
の
と
言
い
き
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
危
険
か
も
し
れ
な
い
。
今

後
の
課
題
と
す
る
。
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3
 
「
オ
…
…
マ
ス
」
尊
敬
法

 
一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

。
イ
ツ
 
オ
カ
エ
リ
マ
ス
 
カ
。

女
↓
筆
者
 
②
萩
市
）

。
ド
ー
ゾ
 
オ
ア
ガ
リ
マ
セ
。

者
 
②
通
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

い
つ
お
帰
り
に
な
り
ま
す
か
。
、

（
中

ど
う
ぞ
召
上
っ
て
下
さ
い
。
 
（
老
女
↓
筆

 
「
オ
＋
動
詞
連
用
形
＋
マ
ス
」
敬
語
は
、
中
部
域
と
そ
の
周
辺
域
の
老
年
者
・

中
年
者
に
よ
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
、
青
少
年
は
用
い
な
い
。
敬
意
は
「
…
…

ナ
サ
レ
で
ス
」
に
つ
．
い
で
高
い
。

 
噂
 
 
「
…
…
デ
」
尊
敬
法

 
「
ユ
ー
テ
ヤ
ッ
タ
（
言
わ
れ
た
）
」
な
ど
の
い
ね
ゆ
る
「
テ
」
敬
語
は
、
日

常
敬
譜
と
し
て
、
全
域
の
全
年
層
に
よ
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

 
 
 

 
 
1
動
詞
＋
「
テ
」
＋
指
定
助
動
詞

 
 
（

 
。
三
一
 
コ
ン
ニ
 
引
デ
ジ
ャ
。
 
お
お
、
お
ば
あ
ざ
ん
は
こ
こ
に
出
て
お

 
 
ら
れ
る
。
 
（
老
男
 
①
江
崎
）
‘

。
ド
ネ
ー
 
ユ
ー
テ
ヤ
ッ
ツ
ロ
ー
 
カ
イ
。

ね
。
 
（
老
女
↓
老
女
 
③
安
岡
）

。
ヒ
川
ノ
 
ビ
ン
デ
．
オ
カ
エ
ッ
テ
デ
ス

す
か
。
 
（
老
女
↓
筆
者
 
②
相
島
）

カ
。

ど
う
言
わ
れ
た
だ
ろ
う
か

昼
便
の
船
で
帰
ら
れ
ま

、
「
テ
」
敬
語
の
待
遇
品
位
は
、
助
動
詞
「
サ
エ
ル
」
・
「
ナ
ル
」
を
累
加
し

た
も
の
よ
り
や
や
高
い
。
、
「
新
し
い
こ
と
ば
」
と
い
う
土
地
入
の
教
示
も
た
び

く
あ
っ
た
。
動
詞
部
分
が
尊
敬
語
で
あ
る
の
は
、
「
オ
カ
エ
ッ
テ
」
・
「
オ

 
イ
デ
テ
」
に
限
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
中
部
域
の
老
・
中
年
層
は
い
ち
だ
ん
と

町
寧
に
、
「
ヵ
イ
テ
デ
 
ア
リ
マ
ス
（
お
書
き
に
な
り
ま
す
）
。
」
「
キ
ヨ
ッ
テ

デ
 
ゴ
洲
イ
マ
ス
（
い
ま
こ
ち
ら
に
む
か
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
）
。
」
の
よ

・
う
に
も
言
う
。

 
 
「
テ
」
敬
語
の
否
定
表
現
に
は
ギ
 
「
～
テ
デ
 
ナ
イ
」
を
用
い
る
が
、
稀
に

 
「
テ
ニ
 
ナ
冒
」
を
聞
く
。

 
．
。
ウ
チ
ニ
ャ
ー
 
コ
ー
テ
ニ
 
ナ
イ
。
・
私
の
夫
は
買
わ
れ
な
い
。
 
（
二
女

 
 
↓
中
男
③
阿
川
）
．

・
h
一
こ
は
指
定
の
助
動
詞
相
当
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
「
テ
デ
、
ナ
イ
」
よ
り
さ

ら
に
ざ
か
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
は
「
…
三
ン
 
ナ
イ
」
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
，
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
、

 
 
。
コ
ド
宅
サ
ン
 
イ
ッ
ソ
 
オ
ッ
テ
ン
 
ナ
ー
イ
。
 
子
供
さ
ん
は
全
然
居

 
 
ら
れ
な
い
の
。
 
（
老
女
↓
小
男
 
①
須
佐
）

 
「
リ
 
ナ
イ
」
の
「
ン
」
は
、
 
「
ニ
 
ナ
イ
」
の
「
二
」
が
母
音
を
落
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
述
三
部
に
栄
え
て
い
る
「
テ
」
尊
敬
法
は
、
修
飾
話
部
に
も
用
い

ら
れ
て
、
．
「
劃
セ
ー
ガ
 
剣
テ
ナ
ラ
～
」
・
「
オ
ユ
謝
 
イ
ッ
テ
ノ
 
ト
キ
」

の
言
い
か
た
が
、
全
域
に
さ
か
ん
で
あ
る
。

 
 
 

 
 
2
「
～
チ
ャ
ッ
タ
」
敬
語
、

 
 
'
（

 
 
「
ヨ
ー
．
イ
キ
ヨ
ッ
チ
ャ
ッ
タ
 
（
よ
く
行
か
れ
て
た
）
。
」
の
よ
う
に
言
う

 
「
チ
ャ
ッ
タ
」
敬
語
が
全
域
に
栄
え
て
い
る
。
．
特
に
若
い
女
性
が
よ
く
用
い
．

る
。
「
チ
ャ
ツ
タ
」
は
、
「
テ
ヤ
ッ
タ
」
の
熟
合
形
で
あ
ろ
う
。
そ
の
敬
意
は

 
「
テ
ヤ
ッ
タ
」
よ
り
幾
分
軽
い
。
豊
浦
郡
北
部
域
で
は
、
「
シ
チ
ャ
ー
タ
」
・

 
「
ユ
」
チ
ャ
ー
タ
」
の
よ
う
に
、
促
音
を
長
音
に
変
え
て
言
う
こ
と
も
あ
る
。
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山
口
県
日
本
海
沿
岸
島
喚
域
の
方
言
の
待
遇
表
現
法
 
一
述
話
部
に
お
け
る
尊
敬
表
現
法
1



、

 
 
 

 
 
3
指
定
の
助
動
詞
を
と
も
な
わ
な
い
も
の

 
 
（

 
 
。
ア
ノ
 
ヒ
タ
ー
 
ヨ
ー
 
シ
ン
ボ
ー
 
シ
テ
ー
 
ナ
。
 
あ
の
人
は
よ
く

 
 
働
か
れ
ま
す
よ
。
 
（
老
女
↓
筆
者
 
③
鳥
影
）

 
こ
の
よ
う
に
指
定
の
助
動
詞
ぬ
き
の
述
部
を
文
末
詞
で
統
括
し
て
、
軽
い
敬

，
意
を
表
現
す
る
こ
と
も
、
全
域
に
さ
か
ん
で
あ
る
。
中
・
青
年
層
の
女
性
は
、

 
一
 
 
 
 
 
、

 
「
イ
ッ
 
イ
ッ
テ
（
い
つ
行
か
れ
る
の
）
。
」
と
、
文
末
詞
な
し
に
問
い
か
け
る

こ
と
も
多
い
レ
若
い
人
々
は
好
ん
で
軽
い
表
現
に
つ
く
よ
う
で
あ
る
。

 
5
 
連
用
形
に
よ
る
勧
奨
・
制
止
法

 
今
日
の
日
常
敬
語
と
し
て
も
つ
ど
も
さ
か
ん
な
「
テ
」
．
敬
語
に
は
、
勧
奨
・

制
止
の
表
現
が
な
い
。
こ
れ
を
埋
め
る
表
現
と
し
て
、
南
部
域
に
は
、
連
用
形

に
よ
る
勧
奨
・
，
制
止
表
現
法
が
栄
え
て
い
る
。
中
部
域
で
も
時
折
聞
く
こ
と
が

あ
る
。

 
 
 

 
 
1
勧
奨
法

 
 
（

 
 
①
「
オ
」
＋
動
詞
連
用
形
（
＋
文
末
話
語
）

 
動
詞
連
用
形
に
接
頭
辞
「
オ
」
を
冠
し
た
表
現
は
、
お
略
に
老
．
中
年
層
の

女
性
が
用
い
る
り

 
。
モ
ー
 
オ
イ
ニ
ー
 
ナ
。
 
も
う
お
帰
り
よ
。
（
老
女
↓
小
女
・
③
湯
玉
）

 
。
ネ
ン
 
オ
イ
レ
 
ナ
ー
。
 
お
大
事
に
ね
。
 
（
三
女
↓
老
女
 
③
吉
見
里

 
 
町
）

，
連
用
形
述
三
部
に
続
く
の
は
、
通
常
、
ナ
行
文
末
詞
で
あ
る
が
、
と
き
に
「
ヨ
」

も
用
い
ら
れ
ち
。

 
。
マ
メ
デ
 
オ
イ
キ
 
ョ
i
。
 
元
気
で
く
ら
し
な
さ
い
よ
。
 
（
老
女
↓
老

 
 
女
 
④
三
島
）

 
こ
れ
ら
の
文
中
に
見
え
て
い
る
よ
う
に
、
文
末
話
部
の
続
く
表
現
で
は
、
動

詞
か
文
末
詞
か
、
い
ず
れ
か
が
長
呼
さ
れ
る
。

 
。
イ
ッ
テ
 
オ
ミ
σ
エ
ー
 
ド
ナ
。
 
 
い
っ
て
ご
ら
ん
。
い
い
よ
。
・
 
（
老

 
 
女
↓
老
女
 
③
吉
見
西
町
）

 
こ
れ
に
は
文
末
話
部
が
な
い
。
こ
の
表
現
も
前
者
に
劣
ら
ず
さ
か
ん
で
あ

る
。
こ
の
ば
あ
い
、
動
詞
部
分
は
通
常
短
呼
で
あ
る
が
、
と
き
に
長
呼
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
「
お
～
な
さ
い
」
な
ど
の
，
「
な
さ
る
」
助
動
詞
の

省
略
の
ご
と
く
見
え
る
が
、
当
域
の
「
な
さ
る
」
類
は
、
「
オ
」
を
冠
し
北
動

詞
に
は
続
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
な
さ
る
」
類
の
省
略
と
は
考
え
に
く

い
。
、

 
②
「
オ
」
．
＋
動
詞
連
用
形
＋
打
消
助
動
詞
＋
問
い
か
け
文
末
話
部

 
「
オ
イ
キ
ー
ナ
。
」
な
ど
と
併
用
さ
れ
る
「
オ
イ
キ
ン
 
カ
ナ
。
」
・
「
イ
ッ

テ
 
オ
ミ
ン
 
カ
ナ
。
」
な
ど
は
、
前
者
よ
り
い
ち
だ
ん
と
柔
ら
か
な
表
現
で

あ
る
。

 
③
動
詞
連
用
形
（
＋
文
末
話
語
）

 
接
頭
辞
「
オ
」
を
冠
し
な
い
連
用
形
勧
奨
法
は
、
お
も
に
若
年
層
の
女
性
が

用
い
る
。

．
。
チ
ョ
ッ
ト
 
ア
ガ
リ
ー
」
ネ
。
 
ち
ょ
っ
と
お
上
り
よ
。
 
（
小
女
↓
小
女

 
 
③
黒
井
）

 
。
ミ
ナ
 
イ
ッ
テ
 
シ
マ
イ
ー
ロ
ヤ
。
 
皆
行
っ
て
お
し
ま
い
よ
。
 
（
小
女

 
 
↓
小
女
 
②
三
島
）

 
こ
の
ば
あ
い
も
動
詞
部
分
は
長
呼
さ
れ
る
。
こ
れ
を
受
け
る
文
末
話
部
は
、
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南
部
域
で
は
「
ナ
」
行
文
末
詞
で
あ
る
が
、
中
部
域
の
見
島
で
は
「
ヤ
」
を
用

い
る
。
文
末
周
部
を
持
た
な
い
「
刑
ヨ
 
イ
キ
ー
。
」
「
ア
噌
．
チ
ー
 
ア
か
づ
。
」

な
ど
の
言
い
か
た
も
全
域
で
よ
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

 
④
「
リ
」
語
尾
勧
奨
表
現

 
。
タ
ベ
リ
ー
 
ネ
。
オ
イ
シ
違
・
ヨ
。
 
 
お
上
ん
な
さ
い
ね
。
 
お
い
し
い

 
 
よ
。
 
（
小
女
↓
小
女
 
③
黒
井
）

 
少
女
達
の
一
段
活
用
動
詞
勧
奨
表
現
で
は
、
「
オ
キ
ー
 
ネ
。
」
．
「
タ
ベ
ー

ネ
。
」
・
「
デ
ー
 
ネ
。
」
よ
り
も
、
「
オ
キ
リ
ー
 
ネ
。
」
・
「
タ
ベ
リ
ー
 
ネ
。
」

「
デ
リ
ー
ー
 
ネ
。
」
を
用
い
る
ほ
う
が
、
優
勢
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
文
末
詞
を
添

え
ず
、
「
タ
ベ
リ
ー
。
」
だ
け
で
あ
る
こ
と
も
多
い
。
こ
の
表
現
法
の
創
出

は
、
「
ミ
ラ
ン
」
・
「
ゲ
ラ
ン
」
起
ど
の
う
行
四
段
化
傾
向
と
も
関
係
が
深
い

の
で
あ
ろ
う
。
未
然
形
・
命
令
形
の
ラ
行
四
段
化
が
、
語
幹
一
音
節
の
一
段
動

詞
に
の
み
見
ら
れ
る
の
に
く
ら
べ
て
、
勧
奨
表
現
の
ば
あ
い
の
「
リ
」
語
尾
は

は
る
か
に
優
勢
で
あ
る
。
〃
勧
奨
表
現
に
お
け
る
「
リ
」
音
尾
好
み
”
と
で
も

い
っ
た
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
勢
力
は
サ
変
動
詞
に
も
及
ん
で
、
「
シ
リ

ー
 
ネ
（
な
さ
い
よ
）
。
」
と
も
言
う
。
三
島
の
小
学
生
か
ら
は
「
セ
リ
レ

ヤ
。
」
を
聞
い
た
。

 
 
 

 
 
2
制
止
法

 
 
ー
ー

 
。
オ
カ
サ
ン
 
オ
タ
キ
ン
ナ
。
 
お
母
さ
ん
お
風
呂
を
焚
き
な
さ
ん
な
。

 
 
（
工
女
↓
老
女
 
⑧
粟
野
）

 
。
訓
ン
ナ
 
イ
ネ
。
 
し
な
さ
ん
な
。
 
（
小
女
↓
小
女
 
④
竹
の
子
島
）

 
こ
れ
ら
の
制
止
表
現
は
、
 
（
「
オ
」
）
＋
連
用
形
＋
「
ン
」
＋
禁
止
「
ナ
」

の
形
を
と
っ
て
い
る
。
「
ン
」
音
は
「
ナ
」
音
の
前
に
挿
人
さ
れ
た
爆
音
で
あ

ろ
う
。
 
「
オ
タ
キ
ン
ナ
」
は
「
南
山
キ
ル
ナ
」
が
転
じ
た
と
も
疑
え
る
が
、
当

域
に
」
オ
…
…
ル
」
の
言
い
か
た
は
聞
か
れ
な
い
。
ま
た
接
頭
辞
「
オ
」
を
伴

わ
な
い
「
シ
ン
ナ
 
イ
ネ
」
や
「
イ
ギ
ン
ナ
・
イ
ネ
」
な
ど
の
言
い
か
た
の
さ

か
ん
な
こ
と
も
、
「
ル
」
V
「
ン
」
で
は
な
い
こ
と
を
立
証
し
て
い
よ
う
か
。

 
以
上
、
．
述
話
部
待
遇
表
現
法
を
略
述
し
た
。
当
共
時
態
の
現
状
は
、
「
テ
」

敬
語
全
盛
期
と
言
え
よ
う
。
助
動
詞
累
加
の
敬
語
法
を
押
え
て
、
こ
れ
が
栄
え

て
い
る
こ
と
は
、
当
直
待
遇
表
現
法
の
一
特
色
で
あ
る
。
全
盛
の
「
テ
」
敬
語

層
の
下
に
は
、
「
ナ
サ
レ
ル
」
・
「
ナ
サ
ル
」
層
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
下
に

「
ヤ
ル
」
層
が
見
え
て
い
虎
。
ま
た
一
方
に
敬
語
動
詞
「
オ
イ
デ
ル
」
・
「
ジ
・

ヤ
ー
ル
」
・
「
ゴ
ザ
ル
」
の
層
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
ば
相
寄
っ
て
、
北
部
域
・

興
部
域
・
南
部
域
で
、
そ
れ
み
＼
特
色
の
あ
る
敬
語
地
層
を
形
成
し
て
い
る
。

 
敬
語
地
層
の
掘
り
起
こ
し
は
、
お
の
ず
か
ら
通
時
的
研
究
を
踏
ま
え
た
共
時

的
研
究
と
な
る
。

お
わ
り
に

 
述
話
部
尊
敬
法
の
記
述
は
、
待
遇
表
現
法
研
究
の
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
。
こ

の
小
報
告
記
述
過
程
で
の
気
づ
き
を
書
き
と
め
て
、
今
後
の
展
開
を
志
し
た

い
。1

 
方
言
待
遇
表
現
法
は
、
集
落
社
会
の
歴
史
的
現
実
を
よ
く
映
し
て
い
る
。

・
在
の
こ
と
ば
と
浦
の
こ
と
ば
ど
の
違
い
は
、
土
地
人
の
よ
く
指
摘
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
待
遇
表
現
法
面
で
あ
る
。

ま
た
代
名
詞
語
彙
や
人
称
接
尾
辞
の
繁
簡
も
、
集
落
社
会
の
歴
史
的
構
造
を
よ

山
口
県
日
本
海
沿
岸
島
嘆
域
の
方
言
の
待
遇
表
現
法
-
述
話
部
に
お
け
る
尊
敬
表
現
法
1
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く
映
し
て
い
る
。

2
 
今
日
、
方
言
人
の
待
遇
表
現
生
活
は
、
「
内
と
外
」
・
「
晴
と
褻
」
の
わ

 
 
き
ま
え
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
が
大
き
い
。

 
人
と
家
と
に
固
定
し
て
、
あ
る
レ
ベ
ル
の
待
遇
語
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
、

今
日
で
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
る
。
日
頃
は
軽
い
敬
意
の
待
遇
語
を
交
し
あ
う
人

々
も
、
慶
弔
の
挨
拶
に
は
最
高
敬
語
を
使
用
す
る
。
一
方
、
外
来
者
の
待
遇
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
 
 
、

「
オ
イ
デ
ナ
サ
レ
マ
セ
」
が
、
い
っ
か
「
イ
ツ
 
カ
エ
ッ
テ
 
ノ
。
」
と
日
常

敬
語
に
変
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
う
ち
と
け
る
に
つ
れ
て
内
輪
待
遇
に
も
な

る
の
で
あ
る
。

3
 
話
題
の
主
の
尊
敬
待
遇
は
、
実
は
対
者
待
遇
で
あ
る
ば
あ
い
が
多
い
。

 
外
来
者
で
あ
る
筆
者
と
の
会
話
で
は
、
話
題
の
人
物
に
関
し
て
尊
敬
語
を
続

出
さ
せ
る
人
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
そ
の
人
が
土
地
人
ど
う
し
の
会
話
で
同
一
人

物
を
と
り
あ
げ
る
時
、
尊
敬
語
は
さ
ほ
ど
に
用
い
ら
れ
な
い
。
こ
の
現
象
は
、

話
題
の
主
に
「
よ
い
こ
と
ば
」
を
使
う
こ
と
は
、
実
は
対
者
に
「
よ
い
こ
と
ば

づ
か
い
」
を
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
当
域
で
は
「
オ
ジ
ー
チ
ャ
ン
ガ
 
ユ
ー

チ
ャ
ッ
タ
。
」
の
よ
う
に
、
家
族
を
敬
語
で
遇
し
て
対
者
に
語
る
が
、
こ
れ
も

ま
た
同
似
の
対
者
敬
語
で
あ
ろ
う
。

噂
 
待
遇
語
隆
替
の
テ
ン
ポ
は
か
な
り
早
い
よ
う
で
あ
る
。

 
老
年
者
と
青
少
年
者
と
の
敬
語
使
用
状
況
が
著
ル
く
異
っ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
同
一
敬
語
の
待
遇
品
位
が
年
層
に
よ
り
、
あ
る
い
は
地
点
に
よ
っ
て
異
な
っ

て
い
る
こ
と
は
、
方
言
社
会
に
お
け
る
待
遇
語
隆
替
の
テ
ン
ポ
が
か
な
り
早
い

こ
と
を
語
っ
て
．
い
よ
う
か
。

 
方
言
待
遇
表
現
法
の
研
究
が
適
切
に
お
こ
な
わ
れ
る
な
ら
ば
、
方
言
社
会
の

く
ら
し
の
心
と
、
生
活
の
歴
史
的
現
実
と
を
、
正
確
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
億
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
よ
う
な
待
遇
表
現
法
の
記
述
を
め
ざ
し
た
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
九
七
六
・
九
・
、
二
〇
）

さ
き
に
「
長
門
市
仙
崎
通
の
生
活
語
の
待
遇
表
現
法
」
の
口
頭
発
表
を
、
藤

原
先
生
に
お
聞
き
い
た
だ
き
、
ご
教
示
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
稿
は
そ

れ
を
軸
と
し
て
記
し
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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